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取り扱う煙の効果は避難路における見通し距離の変  

化にのみ限定されており，また，避難路の規模が小  

さいため，発生量については考慮しない。   

煙の拡散速度については，室内においては毎秒約  

0．3メートル，廊下においては毎秒約1．0メートルに  

固定する。  

5。遭難シミュレーション   

シミュレーションでは視覚的効果も考え，1平方  

メートルの避難路に対しネットを4つの部位に分け  

て記述する，4つの部位はそれぞれ，避難路に存在  

する煙による減光係数，避難行動者の避難行勤，避  

難路の持つ避難者の許容量，避難意志，非避難行動  

者の行動を表す。  

5．1。歴を表す部位   

この部位におけるネットの接続は，煙の拡散方向  

と，拡散速度を表す。またトークンは減光係数を約  

0．25だけ増加させる煙の虫の存在を示す。  

5．2。遊牢行動者の避難行動を表す部位   

この部位におけるネットの接続は一方通行で，避  

難場所までの最短距離を表す．トークンは避難行動  

者を表す。  

＄．3。遊撃者の許容量を表す部位   

この部位は対応する避難路に進入可能な人数を示  

す。この許容量は当然避難者，非避難者共通である．  

5．4。非遭難行動者の行動   

非避難行勤者の行動は右往左往という事が示すよ  

うにランダムな行動を取る。この部位におけるネッ  

トの接続は双方向であり，物理的な空間のつながり  

を表す。トークンは非避難行動者を示す．  

〈B。遅延アーク   

避難シミュレータの人間の行動を考えた場合，避  

難者の密集，見通し距離の低下によって移動速度が  

変化する，この移動速度の変化によってネットが複  

雑化がする。この現象をネットで表現するために遅  

延アークという考えを用いる。   

遅延アークはトランジション時間ベトリネットに  

用いる．これほ，トランジションの発火遅れを遅延  

皿。まえがき   

ベトリネット【ふ】を用いた緊急時における避難行勤  

モデルは，文献【1・2】等で既に提案されているが，よ  

り現実的なモデルという観点からすればいろいろな  

問題点が残されており，さらに改善されなければな  

らない。   

文献【l・2】のモデルでは，煙の流れまでもベトリネ  

ットでモデル化したものではない。本稿では，この  

ような煙の動きをベトリネットでモデル化し，さら  

に，煙によって視界が狭まることによる人間の行動  

力の低下および人間が密集することによる移動速度  

の低下【4】を考慮したモデルを提案する．   

なお，ここでは，火災により発生する煙の拡散，  

避難行動を行う人間の動きを扱うことにする。  

忍。遭難時の人間の行動 

避難シミュレーションを行う場合，人間が災害時  

にどのような行動を取るかという寧が問題となる。  

避難者の行動は，避難する意志を示す避難意志，避  

難する場所の情報を有しているかという避難場所情  

報の有無によって，大きく異なる。双方の情報を有  

す避難者（これより避難行動者）の行動は避難場所  

への最短距離を進む整然としたものであるが，そう  

でない避難者（これより非避難行勤者）の行動ほ統  

一性に欠けるものである。本稿のシミュレーション  

ではこの適いを明確にするために，それぞれの行動  

を異なる部位に分けて記述する．   

一般的な人間の水平方向での移動速度ほ，毎秒1．  

0メートル前後といわれているが，人間の個体能力，  

地形習熟度，避難路の密果皮，見通し距離などによ  

り変化する．本稿のシミュレーションモデルでは避  

難者は地理に詳しく，健康な人間のみを対象とし，  

避難路の告発度および火災の燻による見通し距離に  

よる避難適度の変化についてのみを考慮の対象とす  

る。  

∠弘。蔑の発生と拡散   

発生する煙の盛は可燃物の量や質，燃焼の仕方に  

よっても異なるが，本稿のシミュレーションで  
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アークの元にあるプレースのトークンの数に遅延ア  

ークの重みを乗じた値だけ遅らせ，発火には直接影  

響する事はなく，その重みは0でない整数である．  

1二  
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図1遅延‘アークの例  

トランジションの発火遅れの基本値は6であるが，  

遅延アークの元のプレースにトークンが3つ存在す  

るため，この状態におけるトランジションの発火遅  

れは3である．  

7’．避難シミュレーションモデル   

図2に避難モデルの例を挙げる，モデルとなる避  

難路ほ1m幅の通路3mの中央部である．   

本稿の避難モデルでは前述の遅延アークの他に2  

つのモデリング手法を用いている．   

ひとつは，煙による見通し距離の変化を避難行動  

に反映させるために煙を示すトークンを発火時に消  

去しない事である．煙の発生量がトークンの示す濃  

度より膨大なため，本稿のモデルのサイズでは，そ  

のことによる影響はないと思われる．   

もうひとつは，人間の行動を示すトランジション  

は一つの行動につきひとつを割り当てるのが普通で  

あるが，同じ立場の人間の同じ行動はひとつのトラ  

ンジションで表してあり，そのトランジションは複  

数の行動の発火の処理を行う．これにより，モデル  

を簡潔にし，なおかつ，通路を行動している人間の  

増減による行動速度の変動を即座に記述する辛がで  

きる．  
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図2 避難シミュレーションのモデル例  

8．むすび   

今後の課題として最も重要な事項は，ここでは簡  

略化した煙や人間の行動の持つ数的な影響をより厳  

密に取り扱うことのできるモデルを考察することで  

ある．さらに，遅延アークの重みを式で表す事等に  

より，より数的な影響を厳密に取り扱い，大規模な  

避難シミュレーションを可能にしたい．  
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